
 

令和５年１０月伊勢原市教育委員会定例会会議 日程表 

 

日時：令和５年１０月２４日（火） 

午前９時３０分から 

場所：伊勢原市役所 ３階 第２委員会室 

 

開 会 

 

議 事  

日程第 １  前回議事録の承認 

日程第 ２  教育長報告 

日程第 ３  議案第３６号 令和６年度伊勢原市公立学校県費負担教職員人事異動方

針について 

 

その他 

 

閉会 



（総括質疑） 

 

市議会９月定例会 教育委員会関連総括質疑の概要 

【総括質疑】令和5年9月13日(水) 

№ 質問者 答弁の概要 

１ 長島 一樹 議員 
(発言順位１番) 

 

令和４年度伊勢原市一般会計歳入歳出決算の認定について 

３ 歳出について 
(1) 義務的経費と投資的経費について 
 
＜再質問＞ 
〔大山部長答弁〕 
● 学校施設個別施設計画の取組内容と令和４年度の実績に

ついて（教育総務課施設担当） 
○ 学校施設個別施設計画は、学校施設の中長期的な維持管理に

係る経費の縮減と予算の平準化を図りながら、学校施設に求
められる機能・性能を確保することを目的として、令和4年3
月に策定しました。 

○ 同計画では、施設の築年数等に応じて建替えや長寿命化改修
に取り組むほか、構造躯体への影響や安全性等に関わる部位
のうち、劣化が広範囲に進んでいる箇所の改修を、今後10年
間で優先して実施することとしています。 

○ 令和4年度につきましては、同計画に基づき、改修工事とし
て老朽化が進む高部屋小学校1期校舎及び体育館と、竹園小
学校西校舎のそれぞれトイレの改修を実施いたしました。ま
た、設計業務として緑台小学校校舎及び体育館と、山王中学
校1期校舎のトイレ改修工事に係る設計業務を実施いたしま
した。 

 

№ 質問者 答弁の概要 

２ 川添 康大 議員
(発言順位５番) 

令和４年度伊勢原市一般会計歳入歳出決算の認定について 

１ 総論 

[市長答弁] 
(3)伊勢原市第５次総合計画後期基本計画について 
（教育指導課・教育センター） 
○ 不登校児童生徒の発生率の増加についての見解と対策に

ついてです。 
○ 不登校児童生徒が増加傾向にあることは認識しておりま

す。原因は一つではなく、新型コロナウイルス感染症に
よる生活の変化や、社会の変化による影響など様々であ
ると考えられます。 
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【資料１】



（総括質疑） 

 

○ 不登校児童生徒の課題に対応するため、小学校スクール
カウンセラーの配置日数を令和４年度に引き上げるな
ど、教育相談体制の充実を図ってまいりました。 

○ 引き続き、児童生徒の様々な課題に対応できるよう、教
育相談体制の充実のほか、スクールソーシャルワーカー
の活用、関係機関等との連携などに取り組んでまいりま
す。 
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（一般質問） 

 

市議会９月定例会 教育委員会関連一般質問答弁の概要 

【一般質問】 

№ 質問者 答弁の概要 

１ 今野 康敏 議
員 
(１日目２番) 

発言の主題２ 学校図書館の充実と子どもの読書活動の推進に
ついて 

(1)学校図書館の充実について（教育指導課） 
○ 学校図書館図書標準については、文部科学省によって、学校

図書館に整備すべき蔵書の標準として、平成５年３月に定
められたものです。  

○ 本市の小中学校図書館における学校図書館図書標準に照ら
した達成状況は、小学校で約 101％、中学校で約 93％であ
り、小学校は学校図書館図書標準を超えています。  

○ 図書の更新については、年度当初に実施している学校経営
研修会において、各学校の学校図書館図書標準を示してお
り、各学校の担当者はそれを念頭に置き、計画的に更新して
います。今年度はじめて小学校において、学校図書館図書標
準に照らした、現在の学校図書館の蔵書数の割合が 100％を
超え、中学校においても学校図書館図書標準を達成できる
ように努めます。 

 
(2)学校図書館司書の配備状況について（教育指導課） 
○ 現在、学校司書の配備には至っていませんが、各小中学校へ

の学校図書館整備員の派遣日数を平成３１年度より徐々に
増やし、月に１、２回程度、年間２０回派遣しています。  

○ 図書館整備員は、図書の分類や整理、修理等を行うととも
に、図書の配架を工夫するなど、児童生徒の読書活動や学習
活動の促進を図っています。 

 
(3)子どもの読書活動の推進について（図書館・子ども科学館） 
○ 読書活動は、子どもの知的好奇心を呼び覚まし、想像力や思

考力を培い、豊かな言葉やコミュニケーション力を養うな
ど、未来を担う子どもの元気で豊かな心を育むために大変
重要な役割を果たしています。 

○ 情報通信技術の発達により、知識・情報へのアクセスは、格
段に容易になった反面、いわゆる「活字離れ」が加速してい
ます。また、新型コロナウィルス感染症による社会状況の変
化は、社会のデジタル化にさらに拍車をかけ、ＧＩＧＡスク
ール構想の進展等、ＩＣＴの導入が一気に進みました。 

○ こうした社会状況の変化を踏まえ、これからの本市におけ
る子どもの読書活動をさらに推進していくために、本年４
月に「第３次伊勢原市子ども読書活動推進指針」を策定いた
しました。 
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（一般質問） 

 

○ 本指針は、子ども読書活動の基本理念を、「本との出会いで
豊かな心を育てよう」とし、子どもたちの成長段階に応じた
「本との出会い」を提供し、読書の普及を行うことで、子ど
もの豊かな心を育むことを目標としています。 

○ この理念の下に２つの重点課題として、①子どもの成長に
合わせた読書普及の実施②活動や情報を共有できるネット
ワークの強化の２点を重点取組とし、さらに５つの柱とし
て、①啓発事業の充実②人材育成の支援③読書環境の整備
④情報・交流の促進⑤郷土愛の醸成を掲げ、施策・事業を推
進することとしています。 

○ これまでの子ども読書活動の推進状況につきましては、「第
２次伊勢原市子ども読書活動推進指針」で目標に掲げた、①
学校図書館の図書標準達成率②市立図書館読書普及活動ボ
ランティアの新規育成人数③児童図書利用冊数の３つの目
標のいずれも達成することができました。 

○ 次に子ども読書活動の課題ですが、現状としましては、新型
コロナウィルス感染症の影響で実施できなかった、おはな
し会等の集会型事業も、再開することができていますが、
「第３次伊勢原市子ども読書活動推進指針」の策定に当た
って、これからの本市の子ども読書活動の推進に向けて、５
つの柱ごとに課題を整理いたしました。 

○ １つ目の柱、啓発事業の充実については、従来の読書啓発事
業に加えて、非来館型・非接触型啓発事業の実施とそのため
の環境整備や人材の確保・育成、 

○ ２つ目の柱、人材育成の支援については、ボランティア育成
に向けた連携した支援、 

○ ３つ目の柱、読書環境の整備については、コロナ禍のような
従来の想定を超えた状況でも継続して読書活動ができるシ
ステムづくり、 

○ ４つ目の柱、情報・交流の促進については、ボランティアが
交流できる機会づくり、 

○ ５つ目の柱、郷土愛の醸成については、資料の収集や活用
等、今後の子ども読書活動推進における課題であると捉え
ています。 

○ これらの課題を踏まえて、第３次指針においては、重点的に
取り組む５つの柱ごとに目標値を設定し、これまでの取り
組みの充実、新たな取り組みを実施することで５つの柱は
もとより、子供の成長段階に応じた、読書活動の普及啓発に
取り組んでまいります。 

 
＜再質問＞ 
● 「新聞の複数紙配備」の状況について（教育指導課） 
○ 本市の小中学校の学校図書館の新聞配備の状況について

は、第６次学校図書館図書整備等５か年計画を踏まえ、昨年
度までは小学校に１紙、中学校に１紙配備していましたが、
今年度より小学校に２紙、中学校に２紙配備しています。各
学校では、児童生徒がいつでも手に取って読むことができ
るよう、学校図書館に配備しています。 

○ これらの新聞は、児童向けまたは生徒向けに作成されてお
り、時事ニュース等がイラストやマンガ等でわかりやすく
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（一般質問） 

 

掲載されています。したがって子どもが学校図書館で自由
に読むだけでなく、教員が教材として利用したり、子どもた
ちに新聞を見せながら朝の会等で話をしたりして活用して
います。さらに、２紙配備したことで、国語の授業において、
同じ記事を２紙で比べ、同じ事実をもとにした記事であり
ながら、記事の内容や構成が違うことを確認し、それぞれの
表現の工夫について学習する等の活用も期待できます。 

○ 子どもたちに多様な読書機会を確保するという観点におい
て、新聞の複数紙配備が必要であると考えていますので、今
後も新聞の複数紙配備に努めます。 

 
● 学校図書館司書と図書館整備員の役割について（教育指導課） 
○ 図書館整備員は、主に図書の分類や整理、修理等を行い、児童生

徒の読書活動や学習活動の促進を図っています。  
○ 学校司書は、図書館整備員の役割に加え、司書教諭の負担軽減と

合わせて学校図書館の運営の改善及び向上を図り、児童又は生徒
及び教師による学校図書館の利用の一層の促進にあたります。業
務内容としては、専門的な知識による図書資料の整備（修繕、配
架、選書等）、図書資料の活用のための学校図書館整備（配架の
工夫、資料の収集、環境整備等）、貸出しやレファレンス、児童
生徒の居場所としての学校図書館づくり、教職員の働き方改革
（図書担当の負担減）等があげられます。 

 
● 学校図書館司書の配置について（教育指導課） 
○ 学校図書館司書の配置については、配置ができるよう努めていま

す。   
○ 配置までの具体的な取組については、現在学校司書の配置に向

け、学校司書の配置に係る人員の計画、業務内容の整理、学校図
書館データベース化への準備、予算計画等に取り組んでいます。 

○ スケジュールについては、予算の状況などを考慮したうえで、実
施したいと考えています。 

 
● 図書のデータベース化の利点について（教育指導課） 
○ 議員のご指摘のとおり、図書のデータベース化を図ることは子ど

もの読書活動推進する上で重要なこととなります。  
○ 現在、紙ベースで管理している図書館資料をデータベース化する

ことで、図書の管理、点検、貸出、返却、資料検索、統計やリス
トの活用が容易になるとともに子どもも本が探しやすくなりま
す。さらには、蔵書の廃棄や更新時にも、データベースを活用す
ることで、適切に本を選びやすくなり、図書担当教諭の働き方改
革にもつながると考えます。  

○ 今後の取組については、データベース化の実施に向け計画してい
るところであります。予算の状況などを考慮したうえで、実施し
てまいりたいと考えています。 
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（一般質問） 

 

№ 質問者 答弁の概要 

２ 安藤 玄一 議
員 
(１日目６番) 

発言の主題１ 成瀬地区の地盤沈下について（社会教育課） 

(2)成瀬公民館の損壊について 
○ 成瀬公民館は昭和５５年３月に竣工しましたが、地盤が軟

弱であることから、これまでも地盤沈下を原因とする施設
の修繕等を実施してきております。 

○ これまでの修繕工事等を時系列で申し上げると、竣工から
５年経過した昭和６０年８月に、駐車場の地盤沈下により
玄関前の階段を１段増設いたしました。 

○ 昭和６１年９月には、南側利用者通路外構の改修工事、平成
１４年度には、学習室非常口階段周りの改修工事を実施し
ております。 

○ また、平成２０年度には、駐車場の地盤沈下が進んだことか
ら玄関前の階段をさらに１段増設しております。 

○ 玄関前の階段については、更に、２回目に増設した階段と駐
車場との間に、約８０ミリの段差が発生したことから、令和
３年２月に３回目の増設を行い、結果として、現在は竣工当
時から、階段を３段増設した状況となっております。 

○ また、令和４年６月に、建物下部の空洞化を確認したことか
ら、駐車場と建物の接触部分の空洞補修、令和５年３月に、
玄関前の階段内部の水道管が破損したことから、漏水修繕
を実施しました。 

○ 令和５年度７月には、公民館南側の地盤沈下により経年劣
化が進んできたことから、公民館利用者通路の安全を確保
するためのスロープの設置工事を実施しました。 

 
＜再質問＞ 
● 地盤沈下と建物の損壊について 
○ 成瀬公民館周辺地区は、地盤が軟弱であることから、これま

でも駐車場等の地盤沈下によって建物に付帯する階段等に
影響を及ぼしてきており、利用者の安全を確保するため、階
段の増設等の工事を実施してきております。 

 
● 調査や検査結果について 
○ 地盤沈下による施設への影響等に関する調査については、

平成１２年度に外壁のひび割れの調査、令和４年度に、地盤
改良等を専門とする業者に現状把握の方法や空洞補修の方
策について相談を行っております。 

○ また、補修工事等の実施に合わせて、マイクロスコープによ
る目視調査や、アスファルトのコア抜き調査を実施し、適
宜、状況を確認するとともに、今後も公民館利用者の安全を
第一に、優先度を勘案しながら必要な補修等を実施してい
きたいと考えています。 
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（一般質問） 

 

発言の主題２ 中学校教育について（教育指導課） 

(1)千代田区立麹町中学校の「学校改革」について 
○ 千代田区立麹町中学校の元学校長である工藤勇一氏が、在

任期間中に行われました「学校改革」についての評価につき
まして、答弁させていただきます。  

○ 学習指導要領には、「教育課程編成の原則」として、「生徒の
心身の発達の段階や特性及び学校や地域の実態を十分考慮
して、適切な教育課程を編成する」と記載されています。  

○ 「自律した子ども」を育てるという麹町中学校の改革は、先
程の数学の授業のお話にもありましたように、誰一人取り
残さない教育の一つの事例として、参考になる取組でござ
います。  

○ 本市におきましては、小学校の事例ではございますが、国語
や算数の授業で、通常の一斉授業の時間に加えて、１人１台
タブレット端末のドリル教材や学習プリント等の中から児
童自身が自分で必要なものを選んで計画を立てた「マイプ
ラン」に沿って自主学習を行う時間を設け、自ら気付き、考
え、行動する児童の育成について研究を行っている学校が
ございます。 

 
(2)本市の中学校教育について 
○ 中学校教育の目的・目標につきましては、市内の４中学校そ

れぞれが、「平和で民主的な国家・社会の形成者として、次
世代の社会の中で、心身ともに健康で逞しく生きることの
できる生徒を育成する」「知性を高め健康を養い、共に励ま
し合いながら、将来の進路に向かって優しくたくましく生
きる生徒の育成に努める」といった各学校の学校教育目標
に基づいて、地域や学校、生徒の実態に応じた中学校教育を
行っています。  

○ 生徒が知識を活用し、自分で考え、行動する力を養うための
取組としましては、例えば、生徒会活動での実践があげられ
ます。中学校では、全校生徒で組織される生徒会の中に、委
員会が設置されています。学校によって設置されている委
員会や開催される会議の種類は異なりますが、どの中学校
も学級の代表者が集まり、異年齢の生徒同士で協力し、学校
生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に向けた計画
の立案や役割分担をして、仲間と協力して活動を行ってい
ます。この活動を通して、生徒たち自ら、これまでに学んだ
知識や経験を元にして考え、課題解決に向かうという問題
解決的な学びを実践しています。   

○ また、主体的・探究的な学習、教科横断的な学習等の取組に
つきましては、各学校における「総合的な学習の時間」にお
いて、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学
習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き
方を考えていくための資質・能力を育成することを目標と
して、キャリア教育を中心として、各学校の実態に応じたさ
まざまな学習に取り組んでいます。例えば、市の障がい福祉
課の協力により、福祉学習を行った学校がございます。福祉
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（一般質問） 

 

に関する調べ学習を通して生まれた問いについて、障がい
のある方からの講話や体験活動を通して、自分の考え方の
変化や自分らしくいることの大切さに気付き、これからの
行動を変えようと考えた生徒もいたようです。  

○ これらの取組により、教科等の枠組みを超えた資質・能力と
して、変化の激しい時代の中で、主体的に学んで必要な情報
を判断し、よりよい人生や社会の在り方を考え、多様な人々
と協働しながら問題を発見し解決していくために必要な力
が育まれると考えています。 

 
＜再質問＞ 
● 「宿題の廃止」について 
○ 本市においては、毎年度『まなびのすすめ』という冊子を市

内全小中学校の全家庭に配布しています。その中で、発達段
階に応じた家庭学習のポイントを掲載しています。家庭学
習を日頃の生活習慣の中に定着させるため、家庭学習の一
部として宿題を出す際には、単に宿題の範囲を伝えるだけ
でなく、普段机に向かう習慣のない生徒も一人で取り組む
ことができるように、家庭での学習方法等を具体例を挙げ
ながら伝える等の工夫を行っています。   

○ 生徒から自律的に学ぶ姿勢を奪わないように宿題を廃止し
たという、麹町中学校の取組の目的は理解できます。宿題
は、「宿題をこなす」ことが本来の目的ではありません。児
童生徒の実態に応じて、担任や教科担任がその必要性を判
断して出しているものですので、本市において、一律に宿題
を廃止することは考えていません。  

○ 今後も、自ら学ぶ習慣が身に付けられるような指導の工夫・
改善に取り組みます。 

 
● 「中間・期末テストの廃止」について 
○ 麹町中学校では、「中間テスト」や「期末テスト」は廃止さ

れましたが、各教科の中で単元テストを実施するとともに、
実力テストを年に複数回実施していると聞いています。  

○ 学校においては、児童生徒の学習状況について、どのような
力が身に付いたかという学習成果を捉え、教員の指導の充
実・改善を図るとともに、児童生徒自身が自らの学習を振り
返って次の学習に向かうことができるように、適切なタイ
ミングで学習評価を行っています。この、学習評価の基本的
な方向性については、麹町中学校も本市も共通していると
考えます。   

○ 本市の中学校における中間・期末テストは、成績をつけるた
めだけに行っているものではなく、その学習評価を行うた
めの一つの手段でありますので、本市においては「中間・期
末テストの廃止」を行う予定は、今のところございません。 

○ 中間・期末テストを含む学習評価は、教員の指導改善や生徒
の学びの充実につながるものであると捉えています。各学
校において教師が児童生徒にどのような力が身に付いたか
という学習の成果を的確に捉え、指導と評価の一体化の実
現、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図り
ます。 
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（一般質問） 

 

● 「固定担任制の廃止」について 
○ 本市におきましては、様々な背景のある生徒や家庭がある

ことから、継続した支援が必要なケースがあると認識して
います。このことを踏まえ、本市におきましては学級ごとに
担任を固定する方法を維持したまま、複数の教職員がチー
ムで支援を行う体制づくりを行っています。  

○ 総合的な学習の時間や特別の教科道徳の授業におきまして
も、学年所属職員全体が関わって進めており、学年会等で情
報共有を行いながら、複数の目で生徒を見守り、チームで生
徒を育てる体制づくりができています。  

○ また、突発的に何か対応が必要になった場合においても、学
年職員や生徒指導担当がチームで対応を行っており、担任
だけが対応するということは基本的にございません。  

○ 本市の小中学校では、すべての児童生徒が安心して生活が
できるよう、担任や学年職員が情報共有を行うだけでなく、
児童生徒指導担当や教育相談コーディネーター、養護教諭、
スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、指
導補助員等の多様な職員が連携を図り、「チーム学校」とし
て児童生徒への支援を行っています。さらに、誰にも相談で
きずに一人で悩んでいる児童生徒を早期に発見し、適切に
対応していくことができるよう、各学校で年数回実施して
いますアンケート等を活用した面談を担任を中心に積極的
に行っていますが、担任以外の教職員も状況に応じて柔軟
に対応しています。 
 

● 本市の中学校教育の今後の課題について 
○ 学習指導要領に「創意工夫を生かした特色ある教育活動を

展開する」と示されているとおり、教育基本法や学校教育法
等の法令や、学習指導要領等に則った上で、学校の教育計画
である教育課程の編成は各学校に委ねられていますが、学
校は組織体ですので、学校長の意向のみではなく、全教職員
の協力の下でその編成を行っています。  

○ 各小中学校において教育活動を進めるに当たっては、それ
ぞれの教職員が専門教科や校務分掌等に応じて研究を重ね
た上で、創意工夫を加え、学校長が学校全体の責任者とし
て、全体のバランスに配慮しながら教育課程の編成を行っ
ています。 

 
● 集団授業について 
○ 国により「令和の日本型学校教育」として、多様な子どもの

状況に応じた「個別最適な学び」を進めるとともに、多様な
他者と学び合う機会を確保して「協働的な学び」を一体的に
充実させることが、共生社会の実現に向けて必要不可欠で
あると示されました。  

○ 集団で行われる授業等において行われる、他者と協働して
課題を解決していくような「協働的な学び」を通して、それ
ぞれの多様性を認め合い、互いに高め合うといった社会性
が育まれます。  

○ これまでも本市の中学校では、多様な職員が連携を図り、き
め細やかな指導体制の充実を図ってきたところではござい
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（一般質問） 

 

ますが、全ての子どもたちの可能性を引き出し、「誰一人取
り残さない」教育を実現するためには、これまでの取組に加
えて、これまで以上に、１人１台端末等も活用した学習指導
やそれぞれの生徒の状況把握も必要となると考えられま
す。  

○ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」をバランス良く、一
体的に充実させることが、学習指導要領にもある「児童（生
徒）の人間としての調和のとれた育成」や「知・徳・体のバ
ランスのとれた『生きる力』の育成」等につながるものと考
えます。 

 
● 教育の価値観について 
○ 議員御指摘の通り、以前の学校教育では、知識や技能の伝達

といった一方向の授業が多く行われておりました。これま
でも、児童生徒が見付けた問いから始まる問題解決的な学
びや探究的な学習が、総合的な学習の時間等を中心に行わ
れておりましたが、平成２９年３月に小中学校の学習指導
要領が告示されたことをきっかけに、各小中学校の校内研
究や各教科の研究部会等において、これまでの実践を生か
しながら、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業
改善がさらに進められています。  

○ 「伊勢原市第３期教育振興基本計画」では、子どもたちの
「生きる力」が育まれるよう、「夢と希望を持ち、可能性に
挑戦する力の育成」を学校教育に関連した施策の目標の一
つとして掲げています。予測困難な時代の中で、未来を切り
拓く子どもたちの成長を支えるため、引き続き、先進事例の
研究に努めるとともに、教職員への研修等に取り組みたい
と思います。 
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（一般質問） 

 

№ 質問者 答弁の概要 

３ 大垣 真一 議
員 
（２日目６番） 

発言の主題１ 地域の安全対策の進捗について 
（教育総務課施設担当） 

(3)成瀬地区の地盤沈下への対応について 
～小学校関係の修復状況について～ 

○ 成瀬小学校の校舎等は、昭和４６年から昭和５５年に建設され、
このうち、給食棟は平成元年に、プールは平成２０年に建て替え
ています。 

○ 成瀬小学校を含む周辺地域は、軟弱地盤であることから、これま
で地盤沈下の影響と思われる外階段の亀裂などが生じておりま
したが、児童の安全を確保する必要があるため、その都度、修繕
を行ってまいりました。 

○ 修繕等の経過を申し上げますと、平成２２年に第２期校舎東側の
昇降口階段改修工事を行い、令和３年に２期校舎職員入口階段
と、３期校舎昇降口及び体育館との接合部を修繕し、令和４年に
は３期校舎昇降口及び体育館との接合部に追加の補修工事を実
施しております。 

○ 本年度は、２期校舎職員室玄関前外階段の亀裂修繕、同じく２期
校舎西側の外階段及び３期校舎の昇降口外階段の修繕を実施い
たしました。 

○ なお、校舎、体育館、プールの本体については、すべて杭を設置
しており、地盤沈下の影響は見られませんが、先ほど申し上げた、
児童に直接影響を及ぼす可能性がある工作物などについては、必
要な措置を講じてきております。 

○ この他、現時点で、地盤沈下の影響と考えられる箇所としては、
外階段や外廊下等の工作物の沈下や亀裂、体育館床下の土間部分
の空洞化、グランドの沈下による排水施設（グレーチング）の浮
き上がりなどを確認しており、優先度を判断し、修繕や補修を実
施する予定です。 

○ いずれにいたしましても、児童が安全に学校生活をおくれるよ
う、今後とも、学校環境を整えてまいります。 
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（一般質問） 

 

№ 質問者 答弁の概要 

４ 岸 圭介 議員 
(３日目１番) 

発言の主題１ 「香害として認知が広がっている化学物質過敏
症は、全市民の問題である」について 

(2)化学物質過敏症の子どもの有無（学校教育課） 
○ 学校では、児童生徒一人ひとりの健康状態を把握するため

に、毎年、保護者に保健調査票を記入していただき保健室で
保管しています。 

○ この調査票には、化学物質に関する内容の記載はありませ
んので化学物質過敏症の児童生徒は把握していません。 

 
＜再質問＞ 
● 教育委員会に提供された絵本について 
○ 平成 31 年 2 月に、CS 和の会から教育委員会に絵本を 1冊、

参考図書として提供していただきました。 
○ 当時、各学校に供覧した記録はありませんが、議員からの質

問を受け、養護教諭を中心に読んでいただくように各学校
に供覧しています。 

 
(3)給食配膳時の白衣（学校教育課） 
○ 小学校給食の配膳時の白衣は、市が用意したものを学校に

貸与して、学級ごとに管理し共用している学校と、1年間児
童一人ひとりに貸与している学校があります。 

○ 白衣は児童が給食当番のときに使っており、使用後は各自
が自宅に持ち帰り洗濯しています。 

○ 学級ごとに白衣を共用している学校に確認したところ、白
衣の香りに不快感を抱いた児童がおり、予備の白衣を渡し
て対応しているという例もあります。 

○ なお、白衣の洗濯方法に決まりはありませんが、学級ごとに
白衣を共用している学校では、学校が発行する給食だより
に｢香りの強い洗剤等は使用を控えていただくよう｣お願い
をしている学校もあります。 

 
＜再質問＞ 
● 共用の白衣を着用しないことができることについて 
○ 学校では、白衣の在庫数量にも限りがあるため、児童、保護

者から申し出があった場合について、個別に対応していま
す。 
 

● 洗濯方法の周知について 
○ 白衣を共用している学校では、給食だより等を通じて香り

の強い洗剤等の使用をなるべく控えていただくようお願い
する等、学校と調整してまいりたいと考えています。 
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（一般質問） 

 

(4)学校の化学物質製品使用マニュアル（学校教育課） 
○ 化学物質製品使用にあたっての配慮に関するマニュアル

は、平成 23 年 6 月に教育委員会が策定しました。 
○ マニュアルは、総論として、シックスクールの原因と現状

等、化学物質過敏症の現状、化学物質過敏症の主な原因と症
状、学校及び教育委員会における配慮事項についての 4 章
で構成されています。 

○ マニュアルでは、化学物質過敏症の典型的な症状から、化学
物質過敏症が多動や学習障害の原因の一つとして考えられ
ることを掲げ注意喚起するとともに、化学物質敏感体質の
児童生徒が支障なく学校生活を送れるように、学校環境衛
生基準に基づく自然換気を積極的に行うことや、洗浄や清
掃、換気等による物理的対処をすることを定めています。 

○ 化学物質過敏症を発症している方は、床に塗るワックスや
教材から揮発する化学物質、校庭の樹木へ散布される殺虫
剤に反応して症状が出ると言われています。 

○ これらのことから、各学校では、教育委員会が策定したマニ
ュアルに基づき、化学物質製品を選択しています。 

○ 具体的な取組としては、洗剤に関して、手洗い用石けんは、
極力純石けんを使うこと、洗濯用洗剤は合成洗剤を使用し
ないこと、漂白剤は塩素系の漂白剤を使用しないこと等を
注意しています。 

○ また、床ワックスに関しては、使用の必要性を十分検討した
上で、製品購入に当たっては化学物質安全性データシート･
製品安全データシートや成分表を確認し、有機ﾘﾝや有害化
学物質が含まれていないか等を確認する等、児童生徒の健
康に配慮した取組を行っているところです。 

○ なお、学校における環境衛生は、文部科学省が児童生徒等及
び職員の健康を保護する上で維持することが望ましい基準
として、学校環境衛生基準を定めています。 

○ 本市ではこの基準を遵守してまいりますが、化学物質過敏
症等の児童生徒が把握された場合には、本マニュアル等を
参考に個別に対応してまいりたいと考えています。 

 
(5)デジタル教科書と電磁波過敏症（教育指導課） 
○ Wi-Fi による電磁波が子どもの健康面へどのような影響を

与えているのかにつきましては、ICT 端末を使用する際の児
童生徒への健康面への配慮事項の一つとして、今後も研究
するべき課題と捉えています。  

○ 現在においても、１人１台端末の利用に当たっては、例えば
文部科学省作成の「端末利用に当たっての児童生徒の健康
への配慮等に関する啓発リーフレット」等を参照し、「３０
分に１回は２０秒以上画面から目を離す」「目と画面の距離
は使用及び使用方法の指導等を行っています。  

○ 一方で、クラウドの活用には、児童生徒の学習ニーズに柔軟
に対応できること、転出入や端末の故障・破損といった事態
にも早急に対応できること、アップデート等の端末を含め
た設定変更やメンテナンスが容易なことなど、メリットも
多数あります。文部科学省のクラウド活用の推奨にはそう
いった背景があると考えており、健康面への配慮をしつつ
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（一般質問） 

 

児童生徒の学びを充実させることが必要と考えています。  
○ ＧＩＧＡスクール構想にて整備した端末等の更新が間近に

控える中で、これまでの成果と課題が総括されることと予
想されます。その際、児童生徒の健康面の課題につきまし
ても、国や県から端末の使用上の配慮事項が示されてくる
のではないかと思いますので、動向を注視したいと思いま
す。 

 

 

- 14 -



市長賞

学年 氏名 ふりがな 学校名 題　　名

１年 鈴木　心寧 すずき　ここね 伊勢原小学校 みんなでたすけあおう

2年 和泉　晟我 いずみ　せいが 高部屋小学校 ぼくのゆめをかなえたい

3年 髙橋　春和 たかはし　はると 成瀬小学校 心がないAIロボット

4年 山﨑　菜々香 やまざき　ななか 高部屋小学校 ねこのために出来ることを探して

5年 宮本　結理 みやもと　ゆり 桜台小学校 ナルの成長

6年 田中　希美 たなか　のぞみ 伊勢原小学校 みんな同じじゃつまらない

教育長賞

相原　旭 あいはら　あさひ 比々多小学校 そのときがくるくるを読んだよ

中尾　友音 なかお　ゆうと 緑台小学校 「ちゃもとけだまーず」をよんで

小坂　英愛 こさか　はなえ 成瀬小学校 ワニくんめがねで見てみると

土屋　康志 つちや　こうし 竹園小学校 ぼくの大ピンチ

笹子　美結 ささこ　みゆい 伊勢原小学校 私のすてきな物語

髙山　詩歩 たかやま　しほ 比々多小学校 自分を大切に

鈴木　柚羽 すずき　ゆずは 伊勢原小学校 「すごいゴミのはなし」を読んで

音　奏羽 おと　かなは 竹園小学校 自分をつらぬく勇気

小柴　結菜 こしば　ゆいな 緑台小学校 人とちがってそれでいい

山田　樹生 やまだ　いつき 石田小学校 夢をあきらめない事の大切さ

大山　智蔵 おおやま　ともぞう 大山小学校 あたりまえとめずらしい

竹田　優那 たけだ　ゆうな 比々多小学校 ありのままの自分で

6年

第２４回伊勢原市読書感想文コンクール受賞者名簿　　（小学生の部）

1年

2年

3年

4年

5年
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【資料２】



市長賞

学年 氏名 ふりがな 学校名 　題　　名

1年 芹ケ野　漣 せりがの　れん 中沢中学校 コミュニケーションの大切さ

２年 今井　歩果 いまい　あゆか 山王中学校  「告白」で知った私の中の中二病

3年 小泉　安佑実 こいずみ　あゆみ 山王中学校 私のトカレフとは

教育長賞

丸山　陽愛 まるやま　ひなた 山王中学校 限られた時間を大切に

岡部　湊 おかべ　みなと 成瀬中学校 普通のものさし

岡田　野杏 おかだ　のあ 成瀬中学校 生きているだけで青春

三橋　芽衣奈 みつはし　めいな 中沢中学校 行動と責任

玉越　夕葉 たまこし　ゆうは 成瀬中学校 「愛する」とは

廽　帆花 めぐり　ほのか 伊勢原中学校 境界線のない場所へ

第２４回伊勢原市読書感想文コンクール受賞者名簿（中学生の部）

1年

2年

３年
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（１０月教育委員会議資料） R5.10 教育指導課 
 

 第２４回伊勢原市読書感想文コンクールの審査結果について 

 

１ 応募総数 

              小学生の部     中学生の部     計    

     令和 ５年度   １，３７７     １，３１９   ２，６９６ 

     令和 ４年度   １，２６５     １，３４０   ２，６０５ 

     令和 ３年度   １，４３６     １，３２９   ２，７６５ 

     令和 ２年度     ５０６       ６６６   １，１７２ 

                 ※令和２年度については、コンクールは行わず 

     令和 元年度   １，９６６     １，２６８   ３，２３４ 

平成３０年度   １，９４１     １，４３１   ３，３７２     

 

２ 審査方法  

   小学生の部及び中学生の部で、学年ごとに審査。 

   

３ 審査会 

   小学生の部 ９月８日（金） 中学生の部  ９月１３日（水） 

 

４ 審査結果 

   市長賞      ９作品（小学生６作品、中学生３作品） 

   教育長賞    １８作品（小学生１２作品、中学生６作品） 

   子ども読書奨励賞 ９作品（小学生６作品、中学生３作品） 

   入選      ６３作品（小学生３５作品、中学生２８作品） 

   佳作      ６０作品（中学生６０作品） 

 

５ 受賞者 

   別添「入賞作品一覧」参照 

 

６ 入賞作品について 

  ○入賞作品集 市長賞、教育長賞作品を掲載 

         その他受賞者については、学校名、児童生徒名、題、学年を掲載予定 

         （中学校の佳作６０作品については、掲載せず。）       

  ○広報「いせはら（１１月 1５日号）」（伊勢原市ホームページでも公開）に入賞者名を掲載 

    市長賞、教育長賞受賞者の学校名、児童生徒名、学年を掲載   

 

７ 表彰式 

  ○日時：令和５年１０月３１日（火） １６：１５～１７：００ 

  ○場所：伊勢原市役所 ２階 ２ＣＤ会議室 

  ○対象：市長賞、教育長賞 

資料２（追加資料） 
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                            議案第３６号 

 

 

   令和６年度伊勢原市公立学校県費負担教職員人事異動方針について 

 

 

 

  令和６年度伊勢原市公立学校県費負担教職員人事異動方針について、伊勢

原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（昭和５３年伊勢原

市教育委員会規則第９号）第２条第１項第７号の規定により提案する。 

 

 

 

   令和５年１０月２４日提出 

 

 

                                        伊勢原市教育委員会   

                                           教育長 山口 賢人 

 

 

 

 

 

提案理由 

  神奈川県公立学校教職員人事異動方針に準じ、教職員の適切な配置と円

滑な交流及び勤務能率の増進を図ることを目的に、伊勢原市公立学校県費負

担教職員人事異動方針を定めるため。 
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令和６年度伊勢原市公立学校県費負担教職員人事異動方針 

 

 

 伊勢原市教育委員会は、学校の適切な運営を確保することにより、教育本来の目的を

達成するため、人事異動にあたっては次の事項を基本として、関係機関の積極的な協力

のもとに教職員の適切な配置に努めるものとする。 

 

 

１ 適材を適所に配置し、教育効果を高め教育の活性化を図る。 

 

２ 広く人事交流を図り、教職員の編成を刷新強化する。 

 

３ 全市的視野に立って、性別、年齢及び勤続年数等の教職員構成の均衡を図る。 
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教育委員会等関連主要行事一覧（１１月・１２月）

◆教育委員へ別途出席を依頼する行事は最右欄に「●」印を付しています

№ 行事名 開催場所 開催日 時間 主催 所管課
教育委員への
出席依頼

1 第59回伊勢原市民文化祭（発表部門） 市民文化会館

10月21日(土)・22日
(日)・28日(土)・29日
(日)・11月3日(金)・4

日(土)・5日(日)

団体により異なる 教育委員会 社会教育課

2 第59回伊勢原市民文化祭（展示部門） 中央公民館
10月27日(金)～29日

(日),11月3日(金)～5日
(日)

9:30～17:00
※10月29(日),11月5
日(日)は16:00まで

教育委員会 社会教育課

3 第59回伊勢原市民文化祭（菊花展） 総合運動公園
11月2日(木)～9日(木)

【表彰式】
11月9日(木)

9:00～15:00 教育委員会 社会教育課

4 国登録有形文化財特別公開
高部屋神社
小澤家住宅
山口家住宅

11月3日（金） 10:00～15:00 教育委員会 教育総務課

5 小学校運動会（高部屋小学校） 高部屋小学校 11月3日（金） 8:55～11:40 高部屋小学校 教育指導課

6 伊勢原市学校・地域連絡調整会議
市役所

２ＣＤ会議室
11月7日（火） 15:00～17:00 教育委員会 教育指導課

7
令和５年度神奈川県市町村教育委員会連合会
研修会

茅ヶ崎市民文化会館
小ホール

11月17日（金） 14:00～16:00
神奈川県市町村
教育委員会連合会

教育総務課 ●

8 小学校運動会（大田小学校） 大田小学校 11月18日（土） 8:40～11:30 大田小学校 教育指導課

9 緑台小学校研究報告会 緑台小学校 11月22日（水） 13:30～17:00 緑台小学校 教育指導課 ●

10 いせはら文化財展覧会 比々多神社
11月18日（土）～
12月3日（日）

9:00～16:00
伊勢原市地域文化
財保存活用協議会

教育総務課

11 令和５年度　総合教育会議
市役所

全員協議会室
11月27日(月) 14:00～15:30 教育委員会 教育総務課 ●

- 1 - （裏面あり）



教育委員会等関連主要行事一覧（１１月・１２月）

◆教育委員へ別途出席を依頼する行事は最右欄に「●」印を付しています

№ 行事名 開催場所 開催日 時間 主催 所管課
教育委員への
出席依頼

12 １１月教育委員会定例会
市役所

全員協議会室
11月27日(月) 15:30～17:00 教育委員会 教育総務課 ●

13 学校訪問（大山小学校） 大山小学校 11月30日(木) 午後 教育委員会 教育指導課 ●

14 １２月教育委員会定例会
市役所

第２委員会室
12月19日(火) 14:00～15:30 教育委員会 教育総務課 ●
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